
 

別表第２ チームワーク行動に関する着眼点 
 
 
１ キャリア段階とチームワーク行動に関する着眼点 

  教職員は、下記に掲げる在職年数に応じた３段階のキャリア段階ごとに定められたチームワーク行

動に関する着眼点に基づいて、重点項目の設定を行う。 

＜各キャリア段階の考え方＞ 

Ⅰ 段階：採用年度から１０年目まで 

      チームワーク行動の基礎として必要な教職員相互のよりよいコミュニケーション、信頼関

係や協力関係の構築、教育活動の経験の伝承・蓄積に積極的に取り組む時期 

Ⅱ 段階：１１年目から２０年目まで 

      Ⅰ段階で身に付けた資質能力を基礎に、ミドル層として意欲を持って学校運営に参画し、

教職員間の共通理解を深めながらチームワークづくりを推進するとともに、さらに経験を広

げ発展・充実する時期 

  Ⅲ 段階：２１年目以上 

      これまでの多様な校務経験や高い専門性、幅広い知識などを最大限活用し、学校組織全体

という広い視点を持ちながら、校務の中心的な存在として実力を発揮するとともに、必要な

諸調整などに積極的に取り組む時期 

 

 

キャリア段階 チームワーク行動に関する着眼点 

Ⅰ 

相手の立場や気持ちを理解し、日常的に円滑なコミュニケーションを取っている 

諸会議や職務遂行において、他の教職員の意見に耳を傾け協力して取り組んでいる 

教育活動等の経験を継承するため、他の教職員から積極的に学ぼうとしている 

直接担当する業務以外でも、気付いたことがあれば積極的に行動している 

Ⅱ 

児童生徒の状況や校務に関わる情報を共有し、積極的にコミュニケーションを取っている 

諸会議や職務遂行において、提案や改善に努め、意欲を持って主体的に取り組んでいる 

チームで協力して教育活動等の経験の蓄積に取り組んでいる 

管理職や他の教職員、保護者等と協力・協働し、チームワークづくりを推進している 

Ⅲ 

チームの取組等を他の教職員や保護者等に発信するなど、信頼関係づくりを推進している 

諸会議や職務遂行において、進んで合意形成を図りながら、職務を円滑に遂行している 

教育活動等の経験を伝承するため、他の教職員に対して進んで支援・助言を行っている 

広い視野から取組状況等を分析し、中長期的な視点で課題や対応方針を考えて行動している 

 

２ キャリア段階の決定に係る取扱いについて 

(1) 在職年数が１に定める期間に満たない場合でも管理職候補者名簿登載者のキャリア段階はⅢとする。 

(2) キャリア段階の決定に係る在職年数は、本県本採用の年度から当該年度末までの在職年数であり、

長期に渡る研修、休暇、休業、休職等の期間がある場合でも、これを除外しないものとする。 

  また、１年未満は切り捨てとする。 

(3) 任期付職員、臨時的任用職員及び再任用職員についてはキャリア段階を定めず、重点項目は選択しない。 

   


